
質問 　④順大進出 ⑤順大進出に ⑦改修工事に ⑧原発再稼動 ⑨集団的自衛権
知って
いた

知らな
かった

賛成 反対 分ら
ない

知ってい
た

知らな
かった

賛成 反対 分ら
ない

賛成 反対 分らな
い

賛成 反対 分らな
い

合計 87 12 35 50 15 23 77 11 66 24 15.5 70 15.5 26 65 8
％ 87.9 12.1 35.0 50.0 15.0 23.0 77.0 10.9 65.3 23.8 15.3 69.3 15.3 26.3 65.7 8.1

回答計
無回答

99

　　　⑥球場改修

2 1 1
100100 101 101 99
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佐倉市の介護状況 介護施設

年
後期高齢
者数

特養
介護老人
保健施設

地域型
サービス

左計
要
介
護

要介護
者合計

特養入
所者数

特養待
機者数

居宅介護（要
介護　3～5）

（単位） 人 床 床 床 床 人 人 人 人

2012年 16,405 630 376 132 1,138 4,106 604 609 1044
2015年 19,374 780 476 217 1,473 4,352 767 約500 1082
2018年 23,734 780 476 304 1,560 4,742
2021年 27,200 5,026
2025年 33,557 6,082
2030年 36,144
2033年 35,348 実績 見込み
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１頁 介護問題
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２頁 議会概要
長嶋記念球場と順天堂大学
安保関連法案
議会質問から

２
０
２
５
年
（
10
年
後
）
に
千
葉
県

で
は
、
後
期
高
齢
者
（
75
才
以
上
）
が

72
万
人
か
ら
108
万
人
へ
36
万
人
増

（
51
％
の
増
）
と
な
る
。
よ
っ
て
、
介

護
需
要
も
50
％
増
と
な
り
、
増
加
率
は

日
本
で
二
位
と
な
る
。
こ
こ
で
、
全
国

の
平
均
介
護
ベ
ッ
ト
数
（
後
期
高
齢
者

千
人
当
た
り
81
床
）
と
比
較
し
て
み
る
。

介
護
ベ
ッ
ト
が
不
足
す
る
ワ
ー
ス
ト

地
域
と
し
て
は
、
東
葛
南
部
（
市
川
、

船
橋
、
習
志
野
、
八
千
代
等
）
が
１
位
、

同
北
部
（
松
戸
、
野
田
、
柏
等
）
は
４

位
で
あ
り
、
千
葉
市
も
10
位
に
入
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
近
い
佐
倉
市

へ
は
介
護
ベ
ッ
ト
利
用
者
の
流
入
も
考

え
ら
れ
る
。

（
下
表
・
佐
倉
市
の
介
護
状
況
参
照
）

本
年
の
佐
倉
市
後
期
高
齢
者
は
19
千

人
（
10
年
後
に
は
33
千
人
（
73
％
増
）
）
。

要
支
援
を
除
き
、
要
介
護
認
定
者
は
４

３
５
２
人
（
22
％
）
で
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
ベ
ッ
ト
数
は
７
８

０
床
、
そ
の
他
施
設
を
入
れ
る
と
１
４

７
３
床
。
こ
れ
に
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

716
床
を
加
え
る
と
２
１
８
９
床
と
な
る
。

千
人
当
た
り
81
床
（
全
国
平
均
）
で

計
算
す
る
と
１
５
７
０
床
と
な
る
。

そ
し
て
、
特
養
入
所
者

数
は
７
６
７
人
、
同
待
機

者
は
約
５
０
０
人
。

市
内
の
在
宅
介
護
を
受

け
て
い
る
人
数
は
４
１
０

０
人
。
そ
の
う
ち
、
要
介

護
３
〜
５
の
人
は
１
０
８

２
人
。

そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
法
令
に
よ
り
、

特
養
入
居
者
は
介
護
度
３
〜
５
に
限
定

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、

介
護
施
設
へ
の
入
所
は
今
も
厳
し
い
。

佐
倉
市
は
国
の
方
針
で
介
護
計
画
を

立
て
て
い
る
。
現
状
で
も
、
在
宅
介
護

の
人
が
多
く
、
待
機
者
も
多
い
。
今
後
、

さ
ら
に
介
護
環
境
は
厳
し
い
。

そ
の
た
め
に
、
住
居
の
整
備
を
し
在

宅
介
護
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
介
護

は
残
念
な
が
ら
突
然
に
訪
れ
る
。

佐
倉
市
は
、
十
分
に
介
護
の
調
査
を

し
（
現
状
は
不
十
分
）
、
介
護
の
情
報

公
開
を
し
っ
か
り
行
い
、
深
刻
な
問
題

に
迅
速
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
、

尽
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

無
論
、
こ
れ
を
乗
り
切
る
に
は
、
政

治
の
力
も
最
大
に
問
わ
れ
る
。

介

護

問

題

佐
倉
市
で
は
、
第
６
期

佐
倉
市
高
齢
者
福
祉
・
介
護
計
画
（
Ｈ

27
～
29
年
度
）
を
本
年
３
月
に
策
定
し
た
。
今
後
３
年
間
の
高
齢
者

福
祉
の
計
画
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
施
設
整
備
も
行
わ
れ
る
。
一
方
、

６
月
４
日
に
日
本
創
生
会
議
か
ら
、
「
東
京
圏
高
齢
化
危
機
回
避
戦

略
」
が
公
表
さ
れ
た
。
同
会
議
は
、
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
（
国
の
方

針
）
で
は
厳
し
く
、
地
方
へ
の
移
住
も
考
え
る
べ
き
と
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
「
我
が
家
の
介
護
計
画
」

を
早
期
に
立
て
て
み
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
創
生
会
議

佐
倉
市
の
場
合

在
宅
介
護

介
護
の
課
題

７
月
15
～
16
日
に
市
内
主

要
５
駅
に
て
葉
書
各
１
０
０

枚
（
合
計
500
枚
）
を
配
布
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
下
表
に

示
し
ま
す
。

回
答
数
は
１
０
１
通
（
回

答
率
20
％
）
で
し
た
。
ご
協

力
大
変
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

各
数
字
に
関
し
て
は
、

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑤
順
天
堂
大
学
進
出
に

反
対
が
50
％
。

（
各
意
見
）

・
市
の
経
済
的
支
援
に

反
対
。

・
少
子
化
で
、
将
来
都

内
に
移
る
の
で
は
。

・
計
画
の
詳
細
が
不
明
。

・
進
出
は
良
い
が
24
億

円
に
反
対
。

・
若
者
が
増
え
経
済
が

活
性
化
す
る
。

・
町
が
活
気
づ
く
の
で

賛
成
。

⑦
長
嶋
記
念
球
場
改
修

に
反
対
が
65
％
。

・
利
用
者
が
少
な
い
。

・
経
済
効
果
が
期
待
で
き

な
い
。

・
箱
物
行
政
や
め
て
。

・
福
祉
を
充
実
し
て
ほ
し

い
。

⑧
原
子
力
発
電
所
再
稼
動

に
反
対
が
69
％
。

・
原
発
は
、
経
済
的
メ
リ
ッ

ト
あ
る
が
安
全
は
確
保
で

き
な
い
。

・
原
発
は
人
命
、
国
土
、

自
然
を
奪
う
最
悪
施
設
で

あ
る
。

・
原
発
は
採
算
良
く
な
い
。

⑨
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す

る
こ
と
に
反
対
が
66
％
。

・
平
和
が
一
番

・
武
器
使
用
に
反
対
。

・
安
保
は
戦
争
へ
の
可
能

性
大
。

・
安
保
は
個
別
自
衛
権
で

充
分
。
戦
争
加
担
、
巻

き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が

増
え
る
。

・
安
保
は
国
家
の
権
利
。

⑩
そ
の
他
自
由
記
述
欄

意
見

・
職
員
、
議
員
の

収
入

を
下
げ
る
べ
き
。

・
職
員
給
料
減
ら
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
特
養
に
入
居
待
ち
3

年
で
す
福
祉
に
お
金
を

使
っ
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
多
数
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
）

自主上映・映画会のご案内 題名 「日本と原発」
監督：河合弘之 構成：海渡雄一 （カラー ２時間１７分）

上映日時 ８月15日 (土)18時20分～
(予約不要） ８月16日 (日)10時00分～
各回20分前開場 14時00分～

場所 佐倉ミレニアムセンター(京成佐倉駅徒歩１分）

主催 佐倉市民オンブズマン（参加費:500円 子100円）
問合せ先 奈良ふき子 043-４８９‐８１４２

福島の原発事故を総合的にまとめた映画です。
各地で自主上映中です。この機会に是非ご覧ください。

映画「日本と原発」上映

オンブズマンとは

「行政苦情の解決や行政
の適正運用、人権保護のた
めに行動する人」です。
各種の御相談は下記連絡

先にどうぞ。一緒に活動で
きる方も募集しています。
ご連絡をお待ちしています。

多くの回答、ご意見を有り難うご
ざいました。多様な考え、ご意見を
大切にしたいと思います。今後もよ
ろしくお願いいたします。

佐倉市民オンブズマン アンケート結果



全
体

佐
倉
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

民
主
党

市
民
ネ

ッ
ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

同下修正案（市長公用車、球場予算削除） ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○

Ｈ27年度一般会計補正予算（原案） ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○

同下修正案（一部負担削減） △ ○ × × × × × ○ ○ ○

重度身障者医療費助成条例（原案） ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ×

「安保関連法案の慎重十分な審議を求める」
意見書提出

○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

「原発の再稼動を行わない事を求める」意見
書提出

△ ○ × × × × ○ ○ ○ ×

議会　賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×　棄権－

主な議案

提案議案種類 提出者 件数 主な内容 可決数

一般会計 市長 1
補正予算（市長公用車、岩名球場
改修、個人番号カード交付、他）

修正可
決

その他会計 市長 4
補正予算（国保、農集排水、介護
保、下水道）

4

条例 市長 4
改正（税賦課、消防団、介護保）、
制定（重度心身障害医療費助成）

4

道路 市長 3 道路線認定、変更 3
契約 市長 1 小竹小体育館耐震補強増額変更 1

財産の取得 市長 1 佐倉小厨房備品 1
損害賠償 市長 1 庁用自動車人身事故 1

諮問 市長 3 人権擁護委員推薦 3
請願 団体等 3 教育予算、義務教育費、憲法9条 2

陳情 市民 2
教科書採択、順大誘致説明会開催
求める

0

意見書 議員 11 ヘイトスピーチ、安保法案、原発他 6
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長
嶋
記
念
岩
名
球
場
の
改
修
は

左
図
の
ご
と
く
、
内
野
ス
タ
ン
ド

増
設
が
提
案
さ
れ
た
。
予
算
は
否

決
さ
れ
た
が
、
市
は
国
（
国
交
省
）

に
交
付
金
（
社
会
資
本
整
備
補
助

金
）
を
７
億
円
要
望
し
て
い
る
。

順
天
堂
大
学
関
連
の
都
市
計
画

変
更
す
れ
ば
床
面
積
の
最
大
増
加

は
1.2
万
㎡
と
な
る
（
大
学
部
分

を
含
め
る
と
2.7
万
㎡
）
。

ま
た
現
在
検
討
中
の
国
（
国
交

省
）
の
補
助
事
業
は
、
そ
の
対
象

事
業
の
補
助
限
度
額
が
国
費
補
助

７
億
円
、
市
費
補
助
７
億
円
で
計

14
億
円
が
上
限
で
あ
る
。

「
岩
名
球
場
の
７
億
円
」
と

「
順
天
堂
大
学
の
７
億
円
」
は
、

偶
然
に
も
同
額
だ
が
高
額
で
あ
り

十
分
注
意
を
し
た
い
。

順
天
堂
大
学
の
進
出

問

大
学
の
進
出
に
つ
い
て
の
今

後
の
取
り
組
み
は
？

市
長

市
民
の
皆
様
に
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
、
早
期
に
大
学
の
理

事
長
と
お
会
い
し
て
、
詳
細
な
計

画
を
聞
き
そ
の
後
、
支
援
の
方
法

や
規
模
に
つ
き
協
議
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

こ
れ
ま
で
、
「
学
部
長
ご
と

き
が
来
て
も
話
に
な
ら
な
い
」

「
始
末
書
を
書
け
」
「
食
事
を
誘

う
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
か
？

市
長

会
食
の
お
誘
い
を
し
た
が

実
現
し
て
い
な
い
。
そ
の
他
は
発

言
し
て
い
な
い
。

Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
周
辺
の
整
備

問

JR
佐
倉
駅
は
、
佐
倉
市
に
と
っ

て
は
極
め
て
重
要
な
場
所
で
あ
る
。

し
か
し
、
周
辺
の
市
関
連
施
設
は

「
観
光
セ
ン
タ
ー
」
だ
け
で
京
成

沿
線
と
の
差
を
強
く
感
じ
る
が
？

答

JR
佐
倉
駅
は
、
乗
降
客
数
も

あ
り
、
重
要
な
拠
点
で
あ
る
。
そ

の
周
辺
に
は
、
根
郷
公
民
館
、
佐

倉
南
図
書
館
な
ど
を
整
備
し
た
。

問

そ
れ
ら
は
遠
い
。
ほ
と
ん
ど

実
施
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
？

答

JR
佐
倉
駅
に
ご
く
近
い
場
所

の
整
備
は
ま
だ
不
十
分
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
藤
崎
意
見
）
JR
佐
倉
駅
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と

市
に
要
望
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

逆
に
、
地
域
の
人
が
要
望
し
な

い
と
市
も
動
け
な
い
面
が
あ
る
。

藤
崎
の
議
会
質
問
か
ら

一
、
一
般
会
計
補
正
予
算

予
算
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
市

長
公
用
車
の
リ
ー
ス
代
（
半
年
分
で

98
万
７
千
円
）
、
岩
名
球
場
改
修
費

（
今
年
度
分
２
・
５
億
円
）
が
削
除

さ
れ
た
。
二
つ
と
も
「
さ
く
ら
会
」

が
提
出
し
可
決
さ
れ
た
。

二
、
議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
現
市
長
車
（
7
年
利
用
）

を
更
新
し
、
現
市
長
車
は
副

市
長
、
教
育
長
が
利
用
す
る

と
の
予
算
が
出
た
。
し
か
し
、

経
費
の
節
減
に
努
力
す
べ
き
と

し
て
予
算
は
削
除
さ
れ
た
。
（
佐
倉

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
も
削
除
に
無
論

賛
成
だ
が
、
原
案
に
反
対
の
た
め
残

念
な
が
ら
修
正
案
に
会
議
の
ル
ー
ル

上
賛
成
で
き
な
か
っ
た
）

②
長
嶋
記
念
岩
名
球
場
改
修
予
算

こ
れ
ま
で
の
実
施
計
画
で
は
約
８

億
円
だ
っ
た
が
、
16
億
円
に
膨
れ
上

が
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
野
連
と
の
打

ち
合
わ
せ
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
が
入
り
、
全
校
応
援
に
な
る
と
内

野
ス
タ
ン
ド
が
必
要
と
の
こ
と
。
し

か
し
、
唐
突
な
８
億
円
も
の
増
額
は

理
解
さ
れ
ず
削
除
さ
れ
た
。
（
佐
倉

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
前
項
と
同
じ
）

③
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
等
予
算

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
事
業
61
百
万
円
）

全
国
民
に
個
人
番
号
を
付
け
、
民

間
で
も
利
用
す
る
こ
と
は
、
良
い
面

も
有
る
が
、
危
険
な
面
も
多
く
あ
る
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
100
万
人
以

上
の
個
人
情
報
が
漏
え
い
し
た
。
本

事
業
は
全
国
民
の
情
報
で
あ
り
、
こ

れ
が
漏
れ
る
な
ら
ば
、
な
り
済
ま
し

な
ど
が
横
行
し
、
国
民
生
活
が
破
た

ん
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
、
現

在
導
入
す
る
こ
と
に
佐
倉
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
は
反
対
の
た
め
、
一
般
会

計
補
正
予
算
（
原
案
）
に
反
対
し
た
。

④
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
条
例

現
物
給
付
制
度
と
な
り
、
評
価
で

き
る
が
、
一
部
の
人
は
負
担
が
増
え

る
の
で
反
対
し
た
。
佐
倉
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
は
修
正
案
も
提
出
し
た
。

⑤
安
保
関
連
法
案
の
意
見
書
可
決

上
表
に
示
す
ご
と
く
「
さ
く
ら
会
、

民
主
党
」
以
外
が
賛
成
し
可
決
さ
れ

た
。
県
内
で
は
、
佐
倉
市
と
御
宿
町

で
の
み
本
法
案
関
係
意
見
書
が
可
決

さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
法
案
の
撤
回

や
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
も
提
出
さ

れ
た
が
否
決
さ
れ
た
。

三
、
職
員
給
与
に
つ
い
て
の
市
答
弁

答

「
国
と
の
市
職
員
給
与
の
比
較

で
は
、
昨
年
度
の
地
域
手
当
は
5.4
千

万
円
高
く
、
通
勤
手
当
（
職
員
組
合

と
交
渉
中
）
は
4.3
千
万
円
高
か
っ
た
」

・
こ
れ
だ
け
で
年
額
で
計
約
1
億
円

も
高
い
。
早
急
な
是
正
を
求
め
た
い
。

６
月
議
会
概
要

「
一
般
会
計
補
正
予
算
（
約
20
億
円
・
市
長
提
出
）
」
は
、
市
長
公
用
車

及
び
岩
名
球
場
改
修
予
算
が
削
除
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
他
議
案
は
原
案

通
り
可
決
さ
れ
、
請
願
、
陳
情
、
意
見
書
も
提
案
さ
れ
審
議
さ
れ
た
。

トピックス

現
在
国
会
に
お
い
て
左
の
法
案
は
、
衆
議

院
を
通
過
し
参
議
院
で
審
議
中
で
す
。

こ
の
法
案
は
、
左
に
掲
げ
る
よ
う
な
法
案

の
改
正
案
、
新
設
案
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
各

改
正
内
容
は
、
左
の
各
法
案
に
溶
け
込
ま
せ

る
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
法
か
ら

捕
虜
取
り
扱
い
法
ま
で
の
広
範
囲
に
わ
た
る

も
の
で
、
そ
の
改
正
規
模
の
大
き
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
戦
後
最
大
の
法
改
正
案

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

①
自
衛
隊
法
改
正
案

②
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
改
正
案

③
周
辺
事
態
法
改
正
案

④
船
舶
検
査
活
動
改
正
法
案

⑤
武
力
攻
撃
事
態
法

⑥
米
軍
行
動
円
滑
化
法

⑦
特
定
公
共
施
設
利
用
法

⑧
外
国
軍
用
品
海
上
輸
送
規
制
法

⑨
捕
虜
取
り
扱
い
法

⑩
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法

国
際
平
和
支
援
法
（
新
設
法
）

（
目
的
）
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に

対
し
、
外
国
軍
等
へ
の
協
力
活
動
を
行
う
。

「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
」
と

す
る
た
め
に
、
法
律
の
名
称
、
自
衛
隊
の
行

動
、
国
際
連
携
活
動
、
重
要
事
態
の
対
応
、

船
舶
検
査
、
武
力
事
態
の
対
応
、
米
軍
の
行

動
、
施
設
の
利
用
、
外
国
軍
用
品
海
上
輸
送
、

捕
虜
取
り
扱
い
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
改

正
が
行
わ
れ
、
法
律
の
新
設
も
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
が
改
正
さ
れ
た
な
ら
、
自
衛
隊
へ

の
入
隊
希
望
者
が
激
減
し
、
徴
兵
制
（
強
制

入
隊
）
も
必
要
と
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

平和安全法整備法案

議員 藤崎 良次

安全保障関連法案 ◆
集
団
的
自
衛
権
行
使
の

安
保
関
連
法
案

岩名球場 増設内野スタンド

国
の
補
助
金
検
討
中

岩
名
球
場
７
億
円

順
天
堂
大
７
億
円ユーカリが丘 都市計

画の変更（用途地域）


